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■ 学会長 大宮 裕樹 （KKR 札幌医療センター） 

■ 学会事務局長 加藤 敏史 （石狩病院） 

■ 会 期 

2021 年 11 月 14 日（日） 

(対面ならびに WEB 配信予定、場合によっては WEB 配信のみになる可能性もあります) 

■ 会 場 ロイトン札幌 （札幌市中央区北１条西１１丁目） 

■ 主 催 公益社団法人北海道臨床工学技士会 

■ 開 演 未定 

■ 参加費 未定 

■ 演題登録期間 

2021 年 8 月 5 日（木）～9 月 2 日（木）15 時まで（予定） 

（演題受付はオンライン登録のみ） 
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第 32 回北海道臨床⼯学会開催のお知らせ 

2021 年 11 月 14 日（日）に「第 32 回北海道臨床工学会」を開催致します。新型コロナウィルス感染
の社会情勢を注視しながら準備を進めますので、適時ホームページでご確認下さい。 

会員の皆様の日常業務及び創意工夫、研究など多数の演題発表をお願い致します。 
 
第 32 回北海道臨床工学会ホームページ 
http://hcea.umin.ac.jp/info_study/congress32.html 
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臨床工学技士法改正に関連する政省令等の公布について臨床工学技士法改正に関連する政省令等の公布について臨床工学技士法改正に関連する政省令等の公布について臨床工学技士法改正に関連する政省令等の公布について    
2021 年 5 月 28 日、「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等

の一部を改正する法律 (令和 3 年法律第 49 号)」が公布されました。この法律には医師の働き方改革に

関する様々な事項が含まれており、臨床工学技士に対しても、臨床工学技士法 (昭和 62 年法律第 60 号) 

の改正により業務範囲の追加がなされております。 

また、2021 年 7 月 9 日、改正された臨床工学技士法に関する政省令等が公布され、臨床工学技士の

業務範囲として次の行為が追加されました。 

 

（１）（１）（１）（１）    業務範囲の拡大について業務範囲の拡大について業務範囲の拡大について業務範囲の拡大について        

①①①①     改正政令第改正政令第改正政令第改正政令第 203203203203 号により、臨床工学技士が実施可能な生命維持管理装置の先端部の身体への接号により、臨床工学技士が実施可能な生命維持管理装置の先端部の身体への接号により、臨床工学技士が実施可能な生命維持管理装置の先端部の身体への接号により、臨床工学技士が実施可能な生命維持管理装置の先端部の身体への接

続又は身体からの除去として、血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の続又は身体からの除去として、血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の続又は身体からの除去として、血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の続又は身体からの除去として、血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の表在化された動脈若しく表在化された動脈若しく表在化された動脈若しく表在化された動脈若しく

は表在静脈への接続又は表在化された動脈若しくは表在静脈からの除去が追加されたこと。（臨は表在静脈への接続又は表在化された動脈若しくは表在静脈からの除去が追加されたこと。（臨は表在静脈への接続又は表在化された動脈若しくは表在静脈からの除去が追加されたこと。（臨は表在静脈への接続又は表在化された動脈若しくは表在静脈からの除去が追加されたこと。（臨

床工学技士法施行令第１条の改正）なお、血液浄化装置の穿刺針その他の先端部を表在静脈に接床工学技士法施行令第１条の改正）なお、血液浄化装置の穿刺針その他の先端部を表在静脈に接床工学技士法施行令第１条の改正）なお、血液浄化装置の穿刺針その他の先端部を表在静脈に接床工学技士法施行令第１条の改正）なお、血液浄化装置の穿刺針その他の先端部を表在静脈に接

続するために静脈路を確保する行為についても、「血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の表在続するために静脈路を確保する行為についても、「血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の表在続するために静脈路を確保する行為についても、「血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の表在続するために静脈路を確保する行為についても、「血液浄化装置の穿刺針その他の先端部の表在    

静脈への接続」に含まれるものであること。これに基づき、臨床工学技士が、血液浄化装置の穿静脈への接続」に含まれるものであること。これに基づき、臨床工学技士が、血液浄化装置の穿静脈への接続」に含まれるものであること。これに基づき、臨床工学技士が、血液浄化装置の穿静脈への接続」に含まれるものであること。これに基づき、臨床工学技士が、血液浄化装置の穿

刺針その他の先端部の表在化された動脈若しくは表在静脈への接続又は表在化された動脈若し刺針その他の先端部の表在化された動脈若しくは表在静脈への接続又は表在化された動脈若し刺針その他の先端部の表在化された動脈若しくは表在静脈への接続又は表在化された動脈若し刺針その他の先端部の表在化された動脈若しくは表在静脈への接続又は表在化された動脈若し

くは表在静脈からの除去を行う場合は、医師の具体的な指示の下にくは表在静脈からの除去を行う場合は、医師の具体的な指示の下にくは表在静脈からの除去を行う場合は、医師の具体的な指示の下にくは表在静脈からの除去を行う場合は、医師の具体的な指示の下に行う必要があること。行う必要があること。行う必要があること。行う必要があること。    

②②②②     改正法により、臨床工学技士の業務に、生命維持管理装置を用いた治療において当該治療に関改正法により、臨床工学技士の業務に、生命維持管理装置を用いた治療において当該治療に関改正法により、臨床工学技士の業務に、生命維持管理装置を用いた治療において当該治療に関改正法により、臨床工学技士の業務に、生命維持管理装置を用いた治療において当該治療に関

連する医療用の装置の操作（当該医療用の装置の先端部の身体への接続又は身体からの除去を含連する医療用の装置の操作（当該医療用の装置の先端部の身体への接続又は身体からの除去を含連する医療用の装置の操作（当該医療用の装置の先端部の身体への接続又は身体からの除去を含連する医療用の装置の操作（当該医療用の装置の先端部の身体への接続又は身体からの除去を含

む。）として厚生労働省令で定めるもの（医師の具体的な指示を受けて行うものに限る。）を行うむ。）として厚生労働省令で定めるもの（医師の具体的な指示を受けて行うものに限る。）を行うむ。）として厚生労働省令で定めるもの（医師の具体的な指示を受けて行うものに限る。）を行うむ。）として厚生労働省令で定めるもの（医師の具体的な指示を受けて行うものに限る。）を行う

ことが追加されたこと。（臨床工学技士法第ことが追加されたこと。（臨床工学技士法第ことが追加されたこと。（臨床工学技士法第ことが追加されたこと。（臨床工学技士法第    37 37 37 37 条第１項の改正）これに伴い、改正省令により、条第１項の改正）これに伴い、改正省令により、条第１項の改正）これに伴い、改正省令により、条第１項の改正）これに伴い、改正省令により、

この厚生労働省令で定める医療用の装置の操作として、次に掲げるものが規定されたこと。（臨この厚生労働省令で定める医療用の装置の操作として、次に掲げるものが規定されたこと。（臨この厚生労働省令で定める医療用の装置の操作として、次に掲げるものが規定されたこと。（臨この厚生労働省令で定める医療用の装置の操作として、次に掲げるものが規定されたこと。（臨

床工学技士法施行規則第床工学技士法施行規則第床工学技士法施行規則第床工学技士法施行規則第 31313131 条の２として新設）条の２として新設）条の２として新設）条の２として新設）    

                アアアア    手術室又は集中治療室で生命維持管理装置を用いて行う治療における静脈路への輸液ポン手術室又は集中治療室で生命維持管理装置を用いて行う治療における静脈路への輸液ポン手術室又は集中治療室で生命維持管理装置を用いて行う治療における静脈路への輸液ポン手術室又は集中治療室で生命維持管理装置を用いて行う治療における静脈路への輸液ポン

プ又はシリンジポンプの接続、薬剤を投与するための当該輸液ポンプ又は当該シリンジポンプ又はシリンジポンプの接続、薬剤を投与するための当該輸液ポンプ又は当該シリンジポンプ又はシリンジポンプの接続、薬剤を投与するための当該輸液ポンプ又は当該シリンジポンプ又はシリンジポンプの接続、薬剤を投与するための当該輸液ポンプ又は当該シリンジポン

プの操作並びに当該薬剤の投与が終了した後の抜針及び止血（輸液ポンプ又はシリンジポンプの操作並びに当該薬剤の投与が終了した後の抜針及び止血（輸液ポンプ又はシリンジポンプの操作並びに当該薬剤の投与が終了した後の抜針及び止血（輸液ポンプ又はシリンジポンプの操作並びに当該薬剤の投与が終了した後の抜針及び止血（輸液ポンプ又はシリンジポン

プを静脈路に接続するために静脈路を確保する行為についても、「静脈路への輸液ポンプ又プを静脈路に接続するために静脈路を確保する行為についても、「静脈路への輸液ポンプ又プを静脈路に接続するために静脈路を確保する行為についても、「静脈路への輸液ポンプ又プを静脈路に接続するために静脈路を確保する行為についても、「静脈路への輸液ポンプ又

はシリンジポンプの接続」に含まれる。）はシリンジポンプの接続」に含まれる。）はシリンジポンプの接続」に含まれる。）はシリンジポンプの接続」に含まれる。）    

                イイイイ    生命維持管理装置を用いて行う心臓又は血管に係るカテーテル治療における身体に電気的生命維持管理装置を用いて行う心臓又は血管に係るカテーテル治療における身体に電気的生命維持管理装置を用いて行う心臓又は血管に係るカテーテル治療における身体に電気的生命維持管理装置を用いて行う心臓又は血管に係るカテーテル治療における身体に電気的

刺激を負荷するための装置の操作刺激を負荷するための装置の操作刺激を負荷するための装置の操作刺激を負荷するための装置の操作        

ウウウウ    手術室で生手術室で生手術室で生手術室で生命維持管理装置を用いて行う鏡視下手術における体内に挿入されている内視鏡命維持管理装置を用いて行う鏡視下手術における体内に挿入されている内視鏡命維持管理装置を用いて行う鏡視下手術における体内に挿入されている内視鏡命維持管理装置を用いて行う鏡視下手術における体内に挿入されている内視鏡

用ビデオカメラの保持及び手術野に対する視野を確保するための当該内視鏡用ビデオカメ用ビデオカメラの保持及び手術野に対する視野を確保するための当該内視鏡用ビデオカメ用ビデオカメラの保持及び手術野に対する視野を確保するための当該内視鏡用ビデオカメ用ビデオカメラの保持及び手術野に対する視野を確保するための当該内視鏡用ビデオカメ

ラの操作ラの操作ラの操作ラの操作        

これに基づき、臨床工学技士がア～ウに掲げる行為を行う場合は、医師の具体的な指示の下に行うこれに基づき、臨床工学技士がア～ウに掲げる行為を行う場合は、医師の具体的な指示の下に行うこれに基づき、臨床工学技士がア～ウに掲げる行為を行う場合は、医師の具体的な指示の下に行うこれに基づき、臨床工学技士がア～ウに掲げる行為を行う場合は、医師の具体的な指示の下に行う    

必要があること。必要があること。必要があること。必要があること。                                                        （（（（※太字は※太字は※太字は※太字は「「「「医政発０７０９第７号医政発０７０９第７号医政発０７０９第７号医政発０７０９第７号」」」」より抜粋より抜粋より抜粋より抜粋） 

  

これらの行為は、本年 10 月 1 日の法律施行と同時に臨床工学技士の業務となりますが、厚生労働大

臣が指定する研修の受講が必須となります。本研修の詳細は、主催する公益社団法人日本臨床工学技士

会より案内されます。 
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道北⽀部 公益事業サポートメンバー
育 成 講 習 ・ Ａ Ｅ Ｄ セ ミ ナ ー 開 催 

第 2 部講演 スライドの一部 

 2021 年 5 月 29 日(土)に「釧根支部 令和 3 年度 
春の学術集会」が Web セミナー形式で開催され
ました。本セミナーを皮切りに、今年度も多くの
セミナーが開催されることになります。 

第一部では、釧根支部の新入職者の紹介が行わ
れました。原⽥副支部⻑の進行のもと、皆さん緊
張しながらも笑顔を交え自己紹介をされていま
した。対面での歓迎会が開催できない中、地域の
絆づくりとして、とても良い取り組みであると感
じました。 

第⼆部では、倉重支部⻑が座⻑を務め「新型コ
ロナ関連」と題し、各施設の現状が報告されてい
ました。感染対策において臨床工学技士が担うべ
き役割や、使用している医療材料、感染対策物品
などが説明されており、興味深い内容となってい
ました。各施設ともに限られた医療資源のなか
で、様々な創意工夫がなされ、感染対策に尽力さ
れていることが伝わりました。また、COVID-19
陽性患者に対してネーザルハイフローが有効で
あった報告や、使用上の注意点について、最新の
知見を交えながらディスカッションされていた
のが個人的には印象的でした。 

今回の取材を通して、釧根支部は横の繋がりが
強く、団結力のある支部である感想を持ちまし
た。今後も、活発な支部活動が行われることを期
待しております。 

ご多忙の中、ご講演頂いた先生方、参加された
皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。 

広報 東 

去る 2021 年 6 月 22 日（火）、Zoom にて道北
支部主催 公益事業サポートメンバー育成講習 
AED セミナーが開催されました。 

第 1 部では、『最新の AED の機能と運用につい
て』のテーマでフィリップス・ジャパン 平⽥祐
理先生、日本光電工業株式会社 高⽥遊先生を講
師に招き、各社 AED の最新機種の機能や Web や
メールを活用した日常管理システム、また家庭向
け AED について御紹介頂きました。 

第 2 部では、公益推進委員 市立旭川病院 ⽥中
義範先生より、公益社団法人である北海道臨床工
学技士会を支える公益事業の一つである『AED 日
常点検講習の実際』について御講演頂きました。
サポートメンバーに対するインストラクター講
習の動画や、その後実際に施設を訪問して行われ
た日常点検講習の様子や内容についてのお話が
あり、日常点検が実施されていない施設も多い現
状や訪問先施設でパッドが期限切れしていたな
ど、日常点検を啓蒙していくことの重要性が伝わ
る内容でした。 

また、第 3 部では一次救命処置である『BLS に
ついて』をテーマに旭川赤十字病院 貝沼宏樹先
生より、BLS の手順についてスライドや動画でわ
かりやすく教えて頂きました。 

現在、コロナウイルス感染拡大のため AED 日
常点検講習は活動休止ですが、一日でも早く感染
拡大が収束し、公益事業など様々な活動が再開で
きることを願います。また、今回のセミナーはサ
ポートメンバー育成講習と題しており、協力頂け
るメンバーを募集中です。最後となりますが、今
回ご講演頂いた講師の先生方、道北支部と公益事
業推進委員会の方々、参加された皆様にこの場を
借りて感謝申し上げます。 

広報 小玉 

釧根⽀部 春の学術集会開催 

釧根支部 倉重支部⻑ 
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第 2 部講師 文屋 尚史 先生 

第 24 回卒後教育セミナー開催 

6 月 26 日（土）の 16：00 から web 形式にて第
24 回卒後教育セミナーが開催されました。 

今回の卒後教育セミナーは、人的支援対策ワー
キンググループと教育委員会とが協力し、新型コ
ロナウィルスと戦っている会員の皆様に役立つ情
報として「COVID-19 セミナー」というテーマで
2 時間ほど行われました。 

第 1 部は、人的支援対策ワーキンググループ委
員⻑の小塚⿇紀先生から「人的支援対策ワーキン
ググループからの報告」というテーマでお話いた
だきました。人的支援対策ワーキンググループ誕
生秘話や活動状況の報告でありましたが、誕生に
は大変なご苦労があったこと、自身への感染の恐
怖を顧みず活動されている姿を拝見し、いち臨床
工学技士としてただただ頭の下がる思いがしまし
た。2021 年 6 月末の時点で、支援登録者は 103 名
となっております。しかし、地域によってはまだ
まだ不足している状況となっておりますので、ご
興味のある方は技士会のホームページをご覧くだ
さい。社会貢献がしたいという強い情熱のもとで、
活動されている人的支援対策ワーキンググループ
の皆様には敬意を表したいと思います。 

第 2 部は特別講演として、「新型コロナウィル
ス患者の人工呼吸管理-ドライビングプレッシャ
−を中⼼に-」というテーマで、札幌医科大学 救
急医学講座 助教の文屋尚史先生より講演頂きま
した。講演の中で、肺障害を最小限にし、死亡リ
スクを避ける最適なガス交換が行える人工呼吸器
の設定の重要性を話されていました。その中でも
特に Driving pressure が重要であり、小さいほど
死亡率が下がることを話されていました。また自
発 呼 吸 下 で は 吸 気 ポ ー ズ を 押 し て Driving 
pressure を測定しなければ、正しい値を測定でき
ないことも強調されていました。 

第 3 部では、JA 北海道厚生連 帯広厚生病院 
医療技術部 臨床工学技術科 技士⻑ 柴⽥貴幸
先生より「クラスターを経験して」というテーマ
でお話をいただきました。旭川厚生病院で起きた
クラスターの状況を詳細にお話いただき、大変な
状況であったことがよく分かりました。いつ、ど
こで起こるか分からないクラスターであります
が、経験者からの実際のお話を聞けたことは、大
変貴重な情報だったように感じました。 

第 4 部では、北海道臨床工学技士会副会⻑およ
び人的支援対策ワーキンググループ担当理事の橋
本佳苗先生より、「感染防護教室 ＃ベーシック」
というテーマで講演いただきました。コミカルな
音楽の流れる動画で、感染防護服の着脱方法や手
指消毒の方法を復習することができ、改めて自分
の手技を見返すことができる、いい機会だったよ
うに思います。また、最後にはクイズもあり、感
染防護について楽しく学ぶことが出来ました。 

緊急事態宣言が解除されましたが、予断の許さ
ない状況が今なお続いています。そのような状況
の中で、講演をしていただきました先生方はじめ、
参加してくださった皆様には感謝申し上げるとと
もに、一日も早い終息が来る日を願っております。 

広報 澤崎 

十 勝 ⽀ 部 学 術 講 演 会 開 催 
2021 年 7 月 8 日(木)、Zoom を使用した Web

上での十勝支部学術講演会「共有しよう！〜コロ
ナ感染症に対する臨床工学技士の関わり〜」が開
催され、独立行政法人国立病院機構帯広病院の川
南聡先生司会のもと、6 名の演者に各施設でのコ
ロナウイルス関連の対応や対策についてご講演い
ただきました。 

帯広協会病院の内海達也先生からは、実際にス
タッフの感染を経験し、人員配置を含めた業務内
容の検討やその後の感染対策について、帯広厚生
病院の平賀友章先生からは、専門職としての立場
における人工呼吸器関連の選定から臨床現場での
患者対応、さらに人工呼吸療法に対応するスタッ
フ教育に至るまでをそれぞれご講演いただき、ど
ちらの講演も身体的・精神的負担が増える中で、
多職種が 1 つのチームとなって対応する重要性が
感じられました。音更宏明館病院の松本司先生 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。 
Web 開催の学会・セミナーも含まれていますの

で、この機会に参加してみてはいかかでしょうか。 

************************************************************************************************************************************************************************    
2021 年 8 月 29 日（日） 
第 12 回北海道呼吸療法セミナー 

WEB 開催 
http://hcea.umin.ac.jp/ 
************************************************************************************************************************************************************************    
2021 年 9 月 11 日（土） 
⽇本集中治療医学会 第 5 回北海道⽀部学術⼤会 
旭川市大雪クリスタルホール 
https://www.jsicm.org/meeting/ 
hokkaido/2021/ 
************************************************************************************************************************************************************************    
2021 年 9 月 15 日（水）〜11 月 15 日（月） 
第 14 回 MDIC 認定セミナー 
（ｅラーニングによる受講） 
http://hcea.umin.ac.jp/files/pdf/2021/ 
14th_mdic.pdf 
************************************************************************************************************************************************************************    
2021 年 9 月 18 日（土）〜9 月 19 日（日） 
第 7 回北海道・東北臨床⼯学会 

WEB 開催 
https://ce-aomori7.jp/ 
************************************************************************************************************************************************************************    
 

首の激しい痛みから仙台市の病院に入院した同
市の男性（68）が植物状態となったのは、容体急
変を知らせるアラームに気付かなかったことが原
因として、男性と家族が病院を運営する独立行政 

◆◆◆◆RMRMRMRM ニュースニュースニュースニュース◆◆◆◆ 
＜ 容体急変気付かず植物状態 ＞ 

法人に約1億3800万円の損害賠償を求めた訴訟の
判決で、東京地裁は 22 日、病院側のミスを認め、
計約 7155 万円の支払いを命じた。 
 裁判⻑は、当時アラームの音量が低く設定され
ており「ナースステーションから少し離れた場所
では聞こえにくく、台車の音などにまぎれてしま
い、アラーム音を覚知しなかった」として、男性
への治療が遅れたことが「意識障害を生じさせた」
と認定した。 
 判決によると、男性は 2019 年 12 月に入院した。
2 日後、症状の悪化を知らせる生体情報モニター
のアラームが約 20 分間で 3 回鳴ったが、看護師ら
は気付かず、男性は⼼肺停止に陥り、その後植物
状態となった。 

2021 年 4 月 23 日 (金)配信共同通信社 

からは、クラスターが発生した施設に入所している
透析患者の受け入れ対応から感染対策、クラスター
解除までの流れについてご講演いただき、病院と入
所施設での考え方の違いや情報共有の難しさを感
じました。帯広徳洲会病院の中村雅俊先生、鈴木陽
介先生からは、クラスター発生時の透析業務とし
て、実際に実施したゾーニングや空間的・時間的隔
離、またそれが解除に至るまでの経過を学ぶことが
できました。帯広厚生病院の柴⽥貴幸先生からは、
旭川厚生病院で起こった大規模クラスターの発生
から終息宣言に至るまでをご講演いただき、感染経
路の確定は困難であるが、密な環境の改善や PPE、
手指消毒といった基本的なことが重要であること
を改めて再認識いたしました。 

5 演題の発表が終わった後には、十勝支部の村谷
拓支部⻑と⿑藤聖孝副支部⻑をファシリテーター
として総合討論が行われ、各演者の先生方から実際
に経験されたこと、感じたことを共有できる有意義
な講演会となりました。 

閉会の辞にて⿑藤副支部⻑も仰っておりました
が、透析患者においては一般の陽性患者よりも死亡
率が高く、現在もまだ予断を許さない状況が続いて
おります。ご講演いただいた先生方を含め、常日頃
から最前線でコロナウイルスに対応してくださっ
ている医療従事者、医療関係者の皆様に感謝申し上
げるとともに、一日も早い終息を願っております。 

広報 野尻 
 

十勝支部学術講演会 総合討論の様⼦ 
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このコーナーは、２０２０年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、２０２１年 3 月に北海道情報大学を卒業し現在、医療法人仁友会北彩都病院にて勤務

中の渡邊 與（わたなべ あとう）さんです。 

 

医療法人仁友会北彩都病院の 

渡邊 與（わたなべ あとう）さん 

 

私は、2021 年 3 月に北海道情報大学 医療情

報学部 臨床工学専攻を卒業し、4 月から医療法

人 仁友会 北彩都病院 診療技術部 臨床工学

課に勤務しております。 

当課では、血液浄化業務と中央機器管理業務を

主に行っており、私は透析業務に携わらせて頂い

ています。 

現在は、回路の配布やプライミング、返血、穿

刺介助などを行っています。最近は穿刺もさせて

いただくのですが、血管の走行や深さを想像する

ことが難しく悪戦苦闘しています。今はまだ失敗

することも多いのですが、そのたびに自分の中で

理由を考察し、改善を加えられるように心掛けて

います。そのおかげか少しずつ一人でさせていた

だける業務も増えてきました。ですが、まだまだ

周りの方を不安にさせる行動をしてしまうことも

あります。原因は、自分が仕事に対してまだ自信

を持てていない事だと思うので、行動の目的とそ

れに伴うリスクについての知識を蓄え、根拠に基

づいた仕事を行う事で自信を持って仕事が出来る 

ようになりたいと考えています。 

また、マニュアルを参考に実施すべき事の順序

や業務毎の手順を作り、それに従って仕事をする

ように心掛けています。徐々に仕事の速さも上が

ってきて、少しは余裕が出てきたので、これから

は患者さんの表情や様子を見る時間を増やしてい

きたいです。そして、各動作の間に時間を作り、

全体の様子をみるようにしていきたいと考えてい

ます。時間はかかっても、先輩方の仕事と少しで

も近い質の仕事ができるように意識していくつも

りです。 

自分は当たり前の事を当たり前にできる臨床工

学技士になりたいと考えています。普段は当たり

前と思われる事も、実際はその裏で様々な努力が

あってできている事だと日々感じています。今の

自分にできる仕事は基礎的なものがほとんどです

が、先輩方の仕事を観察し質問することで、自分

にできる仕事の地盤をしっかりと固めていきたい

です。これからも今の時間を無駄にせず、しっか

りと自分の成長につなげて、いつでも当たり前に

仕事ができる臨床工学技士を目指していきます。 



 
 

  

「北海道臨床工学技士会会誌」に掲載された過去の論文を
電子化し株式会社メテオが提供する文献検索サイト、メデ
ィカルオンラインで閲覧することが可能です。 
 

2021 年度アカウントについて(2022 年 3 月末日まで有効) 
当会専用 ID︓1100007199-06 

パスワード︓mkiwb65g 
当会雑誌名①：北海道臨床工学技士会会誌 
雑誌 URL：http://mol.medicalonline.jp/archive/select? 

jo=ey2rinsy 
 
 
 
 
 
 
 雑誌 URL へ接続しますと、北海道臨床工学技士会会誌
のアーカイブ画面へ遷移します。画面右側の会員認証欄に
上記専用 ID/パスワードを入力後、会誌の閲覧が可能とな
ります。 
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北海道臨床⼯学技⼠会メーリングリスト参加申し込みのお願い 

 
技士会の情報網拡充のためメーリングリストを作成しておりますので是非ともご参加下さい。当

会運営情報や学会、セミナーの案内など重要な情報を配信します。また、災害発生時には、情報収
集し共有する手段としての活用を検討しております。 

技士会の情報網拡充のため、是非ともご参加ください。 

※申込みは、当会ホームページの「メーリングリスト」よりお願いいたします。 
 

会 員 情 報 変 更 の 届 出 の お 願 い 

 
所属施設変更や自宅住所変更された場合の連絡が来なく、ニュースや郵送物の返送

がこの時期多くなっております。会員情報（所属施設、自宅住所など）変更がありま
したら道臨工 HP「会員情報変更」よりお願いいたします。 

 
※メールアドレスを含めた会員情報の変更があった際は、速やかに変更手続きを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《メディカルオンライン学会誌無料閲覧サービスのご案内》 
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